
NEDO再生可能エネルギー分野成果報告会2025 （分野：バイオマス（エネルギーの森））
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団体名：坂井森林組合 発表日：2025年7月16日

木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利用システム構築支援事業
新たな燃料ポテンシャル(早生樹等)を開拓･利用可能とする“エネルギーの森”実証事業

雪国(福井県坂井地区)におけるエネルギー向け早生樹の森づくりと一体型施業システム構築の実証事業

連絡先：坂井森林組合
MAIL： f-sakai@sakai-sinrin.jp

2024年3月～11月に実施

Ⅰ燃料生産のためのコウヨウザンの植林および育林方法の検証
Ⅱ施業の実施とコスト検証
Ⅲ燃料生産に特化した施業方法の経済性評価

・標高など諸条件別の成長状況の分析

・本事業期間内においては、樹
種間の成長量の大きな差はない
と思われる結果となった。

・コウヨウザンのみ食害が激し
く、樹高は食害がなかった場合
の成長状況ではない。

・その他精英樹として「ユーカリ」
のうち、寒冷地に強いとされる樹種
を採用し、６試験地に試験植栽を
行った。

事業期間：2022年2月～2025年3月

・コウヨウザンの積雪地における植栽試験
・試験地における生育調査
・積雪地におけるユーカリ植栽試験
・福井県内にて得たデータを用いたコウヨウザン成長量の推計

スギ･ヒノキとの比較

試験地名 植栽年月 
標高 

(m) 

植栽面積 

(ha) 
前生樹 植栽樹種 

植栽密度 

(本/ha) 

植栽本数 

(本) 

試験地 A 

あわら市 

笹岡 

2022.11 15～50 
0.30 

スギ 
コウヨウザン 

3000 
675 

1500 

― スギ（比較区） 2500 ― 

試験地 B 

坂井市丸岡町 

野中山王 

2022.11 100～150 
0.30 

スギ 
コウヨウザン 

3000 
675 

1500 

― スギ（比較区） 2500 ― 

試験地 C 

坂井市丸岡町 

八ッ口 
 

2022.11 330～400 

0.30 

広葉樹 

コウヨウザン 1500 450 

― スギ（比較区） 
2500 

― 

― ヒノキ（比較区） ― 

試験地 D 

あわら市 

熊坂 

2023.11 350～360 0.04 スギ コウヨウザン 2500 100 

試験地 E 

あわら市 

笹岡 

2023.11 45～100 

0.50 

広葉樹 

コウヨウザン 2000 600 

― ヒノキ（比較区） 2500 ― 

試験地 F 

坂井市丸岡町 

大字所属未定 

2024.05 370～400 0.30 広葉樹 コウヨウザン 2000 600 

試験地 G 

坂井市三国町 

池上 

2024.11 11 0.30 スギ コウヨウザン 2000 600 

 

・コウヨウザンの生育適地とされる
標高400ｍを上限として、標高ごとに
試験地を選定し、計７か所の試験植栽
を実施した。

試験地名 
標高 

（ｍ） 
樹種 

植栽本数 

（本） 

試験地イ 

あわら市 

菅野 

67 

ベンタミー 25 

マカースリィ 21 

試験地ロ 

坂井市三国町 

池上 

34 

ベンタミー 9 

マカースリィ 9 

試験地ハ 

福井市 

東俣町 

171 

ベンタミー 6 

マカースリィ 5 

試験地二 

坂井市三国町 

池上 

34 

ビミナリス 10 

ダニー 10 

ナイテンス 10 

試験地ホ 

福井市 

東俣町 

382 

ビミナリス 5 

ダニー 5 

ナイテンス 5 

試験地へ 

あわら市 

笹岡 

114 

ビミナリス 15 

ダニー 15 

ナイテンス 15 

 

事 業 概 要 燃料生産のためのコウヨウザンの植林および育林方法の検証

実証の内容

実証の特徴

生 長 量 比 較

実証試験地選定･施工

ユーカリの植栽および調査

施業の実施とコスト検証

山林内における乾燥および
チッピングコストの検証

燃料生産に特化した施業方法の経済性評価
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コウヨウザン vs スギ vs ヒノキ 成長状況：樹高 H(cm)

（日）
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スギ試験地E

ヒノキ
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ヒノキ

・試験地イ：ロ：ハでは、マカースリィに比較して、ベンタミィの成長が良好であることが確認された。
また、植栽後7ヶ月時点で樹高1mを超している個体もあったため、早期に食害による成長阻害リスクを回避できる可能性が
高いと考えられる。

・試験地二：ホ：へでは、ビミナリスの成長が最も良好であり、ナイテンスは相対的に伸びが悪く、個体のバラつきも大きい。

A
〈梶本式立木乾燥法〉
水・養分を吸う根張り部分に、
斜面下側からチェーンソーに
て3～4箇所突っ込みを入れる。

B

〈扇状型立木乾燥法〉
Ａと同じく根張り部分に
チェーンソーにて突っ込みを
1箇所し､先端を左右に振るこ
とで､扇状型の切れ込みを入
れる。

D 〈比較区〉

。C
〈巻き枯らし〉
地表から高さ1ｍほどの樹皮を
1周剥ぐ。

試験体：各10本

試算結果

・コウヨウザン天然萌芽更新による再植栽費
のコストが削減

・良質材生産に必要とされる除伐や枝打の
コストが削減

・伐採時にスギ良質材のような造材作業
（枝払いや検尺等)の必要がないためコストが
削減が想定されるため、燃料材向けとして
は望ましい樹種であると考えられる。

ただし、赤字である結果は変えられず、現状、
コウヨウザンに対しても補助金等が必要であ
ると考えられる。
その場合

・初期主伐後の植栽費用
・下刈費用
これらは従来のスギと同様の補助が必要であ
るが、除伐・間伐作業を行わないため、主伐
までの総補助金額としては、現状のスギを大
きく下回ると考えられる。

収支を試算した結果、従来モデルと比較した場合に本事業モデルがやや
収支改善する可能性がある。

・植栽後2年では、樹高およ
び根元径共に、標高による
成長状況に大きな影響は無
いと思われる。

・樹高について、330m以上の標高
において、植栽後約2年経過以降に
若干の成長阻害が発生する可能性は
ある。

Ａ梶本式 Ｂ扇状式

・Ｒ７秋には、市譲与税を活用した
ユーカリモデル林を整備予定。
（約1.0㏊）

・各方法間では、有意な差は見られ
なかったが、相対的にごくわずかな
がらＡ梶本式が最も含水率の低下が
早くなる可能性が考えられる。

・ただし、当該試験地は湿度が高い
谷部であったことから（平均湿度
88％）、乾燥した地域においては、
効果が期待できると思われる。
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